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健やか山梨２１シンボルマーク



本日の内容

1.健やか山梨２１（第３次）について

2.令和４年度県民栄養調査結果について

3.特定給食施設等に期待すること



1. 健やか山梨21（第3次）について



健康づくり対策の流れ

H12～ 第３次国民健康づくり対策
～２１世紀における国民健康づくり運動（健康日本２１）～

一次予防重視
健康づくり支援のための環境整備等

S63～ 第２次国民健康づくり対策
～アクティブ８０ヘルスプラン～

運動習慣の普及に重点をおいた対策

1978

1988

2000

2013

S53～ 第１次国民健康づくり対策
健康診査の充実、市町村保健センター等の整備等

H25～ 第４次国民健康づくり対策
～健康日本２１（第二次）～

H15 健康増進法の施行

H18 医療制度改革関連法の成立

H20 特定健康診査・特定保健指導 開始

健やか山梨２１(第２次）

健やか山梨２１
H13～

ヘルシーやまなし健民プラン
(県民１０歳総若返り） H1～

R6～ 第５次国民健康づくり対策
～健康日本２１（第三次）～

2024
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健康日本21（第三次）の全体像

出典：厚生労働省 参考資料



健康日本21（第三次）の概念図

出典：厚生労働省 参考資料



健やか山梨21（第3次）の概要

目的

すべての県民がいきいきと健やかに暮らせる持続可能な社会の実現

期間

令和6年度~令和17年度（12年間）

健康に関する計画
山梨県地域保健医療計画、山梨県医療費適正化計画
山梨県がん対策推進計画、健康長寿やまなしプラン 等

計画策定 中間評価 最終評価

山梨県の現状を
踏まえ、目標値
を設定

調査や健診デー
タを基に評価

目標を達成で
きたかを評価
次期計画へ

R6 R11 R17

内容

1.健康寿命の延伸と健康格差の縮小
2.個人の行動と健康状態の改善
3.社会環境の質の向上
4.ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり



健やか山梨21（第3次）重点目標

健やか山梨21（第2次）の最終評価結果にて「進捗していないか後退している項目」を

今後改善すべき健康課題と捉え、６項目を重点目標に定め、各関係団体とともに取組
を推進する。

重点目標

1. 適正体重を維持している人の増加

2. 歩数及び運動習慣の向上

3. 減塩とバランスの良い食事の普及啓発と食環境の整備

4. 歯・口腔の健康

5. その人らしく生活できる社会環境づくり

6. 健康診査及び精密検査受診率の向上



重点目標①適正体重を維持している人の増加

目標指標 現状値 目標値

• メタボリックシンドロームの該当者及び予備軍の減少 28.5% 18.4%

• 20～30歳代女性のやせ（BMI18.5未満）の割
合の減少

18.4% 15.0%

• 児童生徒における痩身傾向児の割合
（中学2年・13歳・女）

3.6% 減少

• 児童生徒における肥満傾向児の割合
（小学5年・10歳・男女計）

9.9% 減少

• 低栄養（BMI20以下）の65歳以上の者の割合 25.0% 19.0%

➢ 男性の3人に1人、女性の5人に1人は肥満、男女ともに肥満者の割合が増加
➢ 女性のやせの割合はベースライン時と比較して増加
➢ 痩身傾向児の出現率は全国と同様に推移
⇒子どものうちから適正体重を維持することの重要性を伝えるとともに、働き世代・親世
代の生活習慣の改善のための取組を推進していく必要がある。

山梨県の現状



重点目標③

減塩とバランスの良い食事の普及啓発と食環境の整備

➢ 食塩摂取量の目標が8ｇ未満に対して、10.5～11.0ｇで推移
➢ 目標値に達していた人とそうでない人とでは、調味料からの摂取量に4.7ｇの差
➢ 野菜と果物の摂取量については、20・30歳代で特に低くなっている。
➢ コンビニエンスストア数（人口10万人対）は全国2位、飲食店数（人口千人対）は全国5

位と外食や中食が利用しやすい環境
⇒気軽に栄養バランスの整った食事を提供できる環境の整備の強化や減塩の必要性や
正しい知識を周知していく必要がある。

目標指標 現状値 目標値

• 食塩摂取量の平均値の減少 10.6ｇ ８ｇ

• 野菜摂取量の平均値の増加 311.9ｇ 350ｇ

• 果物摂取量の平均値の増加 100.1ｇ 200ｇ

• 朝食をほぼ毎日摂取する者の割合の増加 80.7％ 85％

山梨県の現状



掲載場所

山梨県／健やか山梨21（第3次）山梨県健康増進計画 (pref.yamanashi.jp)
https://www.pref.yamanashi.jp/kenko-zsn/72343926645.html#gaiyou

https://www.pref.yamanashi.jp/kenko-zsn/72343926645.html#gaiyou


2. 令和４年度県民栄養調査結果について



令和4年度県民栄養調査 概要

1. 目的
県民の身体の状況、栄養素等摂取量、生活習慣の
状況を明らかにし、県民の健康の増進の総合的な推進
を図るための基礎資料を得ること。

2. 調査時期

令和 4 年 11 月から令和 5 年 1 月の間

3. 調査協力世帯

226 世帯（調査項目に 1 つ以上回答した世帯数）



結果掲載場所

山梨県／山梨県県民栄養調査～県民栄養の現状～ (pref.yamanashi.jp)
https://www.pref.yamanashi.jp/kenko-zsn/kikaku/kenmineiyouchousa.html

https://www.pref.yamanashi.jp/kenko-zsn/kikaku/kenmineiyouchousa.html


結果①食塩摂取量 平均値(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：8.0g



結果①食塩摂取量 年次比較(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：8.0g



結果①食塩摂取量 食品群別摂取量(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：8.0g



結果②野菜摂取量 平均値(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：350g



結果②野菜摂取量 年次推移(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：350g



結果④果物摂取量 平均値(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：200g



結果④果物摂取量 年次推移(20歳以上)

健やか山梨21（第３次）目標
（20歳以上） 目標値：200g



結果⑤肥満及びやせ 体格の状況

健やか山梨２１（第３次）目標
適正体重を維持している者の割合の増加（20歳以上、年齢調整値）：65％
20～30歳代女性のやせ（BMI18.5未満）の割合の減少：15％



結果⑤肥満及びやせ 低栄養傾向の高齢者

健やか山梨２１（第３次）目標
低栄養（BMI20以下）の65歳以上の者の割合：19％



結果⑥血圧に関する状況
収縮期血圧140mmHg以上の者の割合

健やか山梨２１（第３次）目標
収縮期血圧の平均値の減少 男性 127.7mmHg

女性 122.1mmHg



結果⑦歩行数の状況 歩行数の平均値

健やか山梨２１（第３次）目標
20歳以上 7,100歩



結果⑧運動習慣の状況 運動習慣びある者の割合

健やか山梨２１（第３次）目標
（20歳以上） 30％



令和4年度子どもの食生活状況調査 概要

1. 目的
児童生徒の食生活等に関する実態を把握し、県の健
康施策、食環境づくりの推進に活用するための基礎資
料を得ることを目的とする。

2. 調査時期

令和 4 年 11 月から令和 5 年 3月の間

3. 調査協力人数

小学生1,597人、中学生959人、高校生1,601人



結果① 朝食の摂取頻度

健やか山梨２１（第３次）目標
朝食をほぼ毎日摂取している生徒の割合（中・高校生の男女の平均）：90％



結果② 授業以外でのスポーツや運動の頻度

健やか山梨２１（第３次）目標
ほとんど毎日（週420分以上）運動やスポーツを実施している児童（小５）の割合の増加：男55.6％、女３６％



結果③ 飲酒状況

健やか山梨２１（第３次）目標
中学生・高校生飲酒者の割合（この30日間で1日でも飲酒した中・高校生男女の平均） 0％



結果④ 喫煙状況

健やか山梨２１（第３次）目標
中学生・高校生の喫煙者の割合（この30日間で1日以上たばこを喫煙した中・高校生男女の平均） 0％



心疾患・脳血管疾患・糖尿病、人工透析などのリスク

大人 ＜20歳以上＞

 メタボ該当者及び予備群者が増加
 年代を問わず、運動習慣のある県民が
減少

 生活習慣病のリスクを高める飲酒をして
いる者が増加

 男性の喫煙率が高い
 歯周病を有する者の割合が増加

子ども ＜20歳未満＞

 肥満傾向にある子どもが増加
 朝食を欠食する子どもが増加
 家庭内に喫煙者がいる子どもは喫煙
者がいない家庭の子どもと比べて喫
煙率が高い

＜共通する課題＞

肥満
運動不足
喫煙

将来「生活習慣病」になる
可能性が高い

歯周病
飲酒

健やか山梨21(第3次)より渡邊作図

子どもと大人の共通課題



3. 特定給食施設等に期待すること



特定給食施設等と健康寿命延伸の関連

特定給食施設等

提供する食事や栄養管理の改善

食事の量及び質 栄養成分表示などの情報提供 栄養教育

栄養状態・食行動の改善

食塩摂取量の減少 野菜・果物摂取量の増加 適正体重の者の増加

健康寿命の延伸

生活習慣病発症及び重症化予防



ライフコースアプローチを踏まえた健康づくり



施設種別ごとのアプローチ対象者（例）

胎児期 乳幼児期 学童期 思春期 青年期 壮年期 高齢期

園児 保護者

児童・生徒
保護者
先生

従業員

従事者 入所者

入所者 入所者
入所者
従事者

入所者

患者 患者
患者
従事者

患者

ライフコース

児童福祉施設

学 校

事業所

高齢者施設

社会福祉施設

病 院



ま と め

• 喫食者の栄養を確保し、健康の保持・増進を図ることができる。
• 喫食者に対する栄養教育を行うことで、その家庭や地域社会の食生
活改善を図ることができる。

→継続的・計画的に食事を提供・栄養教育を行うことで、県民の栄養
改善に与える影響はとても大きい。

給食施設は・・・
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